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理  事  長

　皆さまには、平素より都留信用組合をご愛顧いただき厚く御礼申し上げます。
　平成２９年度の当地域の経済を振り返りますと、観光関連業におきましては、インバウンド需
要が引き続き富士山世界文化遺産登録の恩恵を受け、売上げは前年比で堅調に推移している状
況であります。また、製造業のうち情報通信機械や自動車部品関連を取引先としている企業は、
人手不足等を背景とした工作機械需要の拡大を受け、受注・生産が高水準で推移しているよう
であります。更に、一部の建設・建築業におきましても、東京都内の建設需要の恩恵を受けて
いる状況であります。
　一方、他の多くの事業者の皆さまは地域経済の疲弊、人手不足や後継者難などの厳しい事業
環境の中で景気回復の実感を得られない状況が続いており、全体的に見ますとやはり、アベノミ
クスは地方までは浸透していないのではと感じております。
　さて、当組合は今年３月に創立６６年を迎えることができましたが、これもひとえに地域の皆さ
まの温かいご支援はもちろんのこと、地域の皆さまのご
支援ご協力の賜物と深く感謝申し上げる次第であります。
　引続き当組合の原点である郷土との共生を認識し、さ
らなる熱意と積極性をもって行動し、豊かで、明るい、
地域共同体の核となり、地元の活性化に貢献できるよう
役職員一同努力してゆく所存であります。
　本冊子は、平成２９年度の決算を終了した時点での
経営内容についてまとめたものを、ディスクロージャー誌
「つるしんの現況　２０１８」として作成いたしました。当
組合を深くご理解いただく上で、参考になれば幸いに存
じます。
　今後とも変わらぬご支援、ご愛顧を賜りますよう心から
お願い申し上げます。
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組合信条・事業方針

　当組合の歴史は昭和２７年３月８日、山梨県認可第１号の信用組合として、輝かしい創業の第一頁が開かれております。
その当時、服裏地の滞貨に悩む多くの企業家の救済・援助を目的としてスタートした歴史を顧みるとき、そこには一貫して
脈打つ「地域のため、顧客（組合員）のため」という地域帰属の創立精神が、時代の変遷の中で引き継がれながら今日
を築くに到ったのであります。

　『郷土のために生まれた都留信用組合は郷土と共に発展する』
　この『地域共生』こそ創業の精神であり、地域信用組合の原点であります。

　地域金融機関としてのつるしんは、協同組織金融機関としての使命を忘れず、郡内地域をこよなく愛し、限定され
た地域の中にあって、そこに居住する全ての生活者の豊かな暮らしと、そこに展開する全ての事業者の繁栄を願い、
地域社会の中核として地域とともに歩み、地域社会の発展に貢献いたします。

　①　相互扶助の実践
　当組合が地域から存在価値を認知され支持されていくために役割と機能を十分に発揮する地域密着型金融（リ
レーションシップバンキング）を推進し、社会構造の変化に適合した相互扶助を構築し組合員と共に歩み地域社会
とのつながりを深めその発展に貢献していきます。

　②　経営の健全性の確保
　当組合は地域経済の中核を担うものとして、資産の健全性はもとより収益力の強化、自己資本の充実により経営
の健全性の維持・確保を目指し、経営理念や倫理規範を役職員が日々実践し、法令等を遵守する風土を醸成します。

　③　組織力の強化
　経営理念を的確に理解し、意欲と情熱を持って積極的に行動できる人材の育成と、組合員との意見交換による意
見を組合経営に反映して行きます。

　④　ガバナンスの強化
　当組合の地域社会の負託に応え信頼を得ていくため、適切な経営管理（ガバナンス）のもと、業務全てにわた
る法令等遵守、顧客保護等の徹底および各種リスクの的確な管理を行います。

経営方針

経営戦略

Report
Tsurushin2018
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　山梨県信用保証協会にて、当
組合、甲府信用金庫、山梨信用
金庫、山梨県民信用組合の４金
融機関と山梨県信用保証協会
の間で「中小企業・小規模事業
者の支援に係る相互協力に関す
る覚書」を締結しました。

年金相談会の開催
　法改正等により複雑化している年金制度の疑問点を解
消し、お客さまに安心して確実な年金受給をして頂くため
に、専門知識を有する当組合職員の「年金アドバイザー」が
個々のお客さまのケースに合わせた相談
業務から年金受給までの対応をしており
ます。また、平成30年2月からは「なんでも
相談会（ローン・相続等）」も同日開催して
います。

「地域見守り」活動
　誰でも住み慣れた地域で安心・安全な暮らしの実現を
はかることを目的に富士吉田市、富士河口湖町をはじめ当
組合テリトリー内各市町村と、当組合が連携し、子どもか
ら高齢者、障がい者などの見守り活動を行う「地域見守り
活動」を行っています。

つるしんゆうゆうクラブ
　会員のみなさまを対象に年金旅行や歌謡コンサート等の
イベントを開催しております。
　平成29年度は、4月
23日に「千の風になっ
て」で日本を席巻した
歌手秋川雅史と、地元
富士吉田市出身の童謡
歌手土屋朱帆を迎え、
一度限りのスペシャルラ
イヴを開催しました。

　営業推進部 　営業店支援担当
　TEL 0120―15―2640(平日）

●ご相談のお申込み・お問い合せ先●

「じゃがくん＆ぽてこちゃん窓口感謝デー」の実施
 (年金振込日《偶数月》)　

　公的年金のお振込日に、お客
さまとの信頼関係のさらなる構
築と、絆を強固なものとする事
を目的とした事業の一環とし
て、当組合の取引先の商品（ド
レッシング、うどんつゆ、生たま
ご、煎餅等）をプレゼントする窓
口感謝デーを実施しました。
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創立65周年記念
「氷川きよし特別公演
観劇日帰りツアー
【明治座】」の実施
 (平成29年
   6月6日、7日、8日)　

　創立65周年記念事業として、
「氷川きよし特別公演」を企画
しました。

「大規模災害発生時における相互支援協定」の締結
 (平成29年4月28日)　

　本協定は、山梨県内に本店
を置く銀行・信用金庫・信用組
合が連携し、大規模災害発生
時において、お客さまの利便性
維持のため、金融機能の維持
または早期復旧を図ることを目
的として締結いたしました。

「山梨県民信用組合との連携に関する協定書」の締結
 (平成29年5月29日)　

　当組合と山梨県民信用組合
は、地域の課題の解決に向け連
携し、相互扶助の精神に基づく
信用組合として、地域社会の発
展と経済の活性化に、より一層
貢献することを目的とし、相互に
連携することといたしました。

台湾金融サービス視察団来組
 (平成29年6月6日)　

　「地域の特色を活かした金融
サービス」をテーマに、日本の協
同組合組織としての当組合にお
ける地域密着型金融の取り組み
についての現状視察の為、台
湾から政府機関・金融・企業
の代表者が来組いたしました。

小立支店　新店舗オープン
 (平成29年6月19日)　

　小立支店が鳴沢支店と統合し、「フォレスト
モール富士河口湖」様隣りに移転リニューア
ルオープンしました。店内には全自動貸金庫を
設置しました。また、オープン当日から3日間は
窓口来店のお客さまに、先着でクッキー詰合
せをプレゼント、窓口で定期預金をご契約いた
だいたお客さまを対象に、ペッパーによる抽選
会も行いました。

富士山道を往く『御山参詣・富士まで歩る講2017』
 （平成29年6月26日～平成29年6月30日）　

　江戸庶民の富士講のこころに思いを馳せ、街道の起点である
東京日本橋から富士山登山道の起点である北口本宮冨士浅間
神社まで約120キロを4泊5日の日程で歩く行事｢御山参詣・富士ま
で歩る講｣を主催しており、平成29年も上記日程で全行程を無事
終了しました。

『じゃがくん＆ぽてこちゃんフェスタ2017』
しんくみKIZUNA！（絆）の物産展開催
 (平成29年7月29日)　

　当組合と交流のある北央信用組合、福島縣商工信用組合、い
わき信用組合、第一勧業信用組合、さくらの街信用組合、糸魚川
信用組合、富山県信用組合、益田信用組合、愛知県中央信用
組合、笠岡信用組合の各信組の協力により全国の銘品を集め
て、熊本・大分地震、東日本大震災地復興支援として『じゃがくん
＆ぽてこちゃんフェスタ2017』しんくみKIZUNA！（絆）の物産展を
開催しました。当日は山梨県民信用組合の役職員の皆さま総勢
57名も応援に駆けつけていただき、各地の銘品の販売、〇×クイ
ズ、ふじぴょん・なるシカくんをはじめとするご当地ゆるキャラとのふ
れあい写真撮影会、縁日（スーパーボールすくい、かき氷など）を行
い、皆さんと楽しい一日を過ごしました。本物産展の収益金は熊
本、大分と東日本の各被災地に寄付いたしました。

ピーターパンカード寄付金贈呈
　当組合の推奨する「しんくみピーターパンカード」は、カード
利用代金の0.5%を、信用組合業界の選定した「難病や障が
いを持つ子供とその家族の支援」および「子供とその家族の
健全育成」に合致した活動を行っている団体等へ寄付するシ
ステムとなっております。当組合では1年に2回、その寄付金を
地元児童施設等へ寄贈する取組みを継続しております。

第33回｢郡内おかあさんコーラス大会｣の開催
　毎年おかあさんへの感謝の意を込めて｢母の日｣の前日に
｢郡内おかあさんコーラス大会｣を開催しております。平成29
年度は5月13日に都留市うぐいすホールにて、35団体723名
が参加して盛大に開催いたしました。

「認知症サポート事業所登録証」の交付
 （平成29年11月10日）　

　全営業店舗に、認知症
サポーターが在籍し、率先
して、認知症の方にやさし
い取り組みを進めている事
業所として山梨県から「認
知症サポート事業所登録
証」が交付されました。

「中小企業・小規模事業者の支援に係る
相互協力に関する覚書」締結 （平成30年1月30日）　

店外ＡＴＭコーナーの開設

●平成29年6月19日、小立支店と鳴沢支店の店舗統合に伴い鳴
沢村役場前出張所と旧小立支店の諏訪神社前出張所を設置
いたしました。

鳴沢村役場前出張所 諏訪神社前出張所

●平成29年12月25日、カインズ
スーパーセンター都留店駐車
場内に店外ＡＴＭコーナー
『カインズ都留店出張所』が
オープンしました。

●平成30年3月16日、上野原
市コモアしおつ地区に店外
ＡＴＭコーナー「コモアしお
つ」がオープンしました。

　平成29年度は4ヶ所の店外ATMコーナーを設置しました。
また、順次ATM機を新機種に入替えしており、店舗内ATM機
には、硬貨入金機能を追加しております。

地域への取り組み

2018Report
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電話詐欺の未然防止　
　電話詐欺の被害を未然に防止するため、
当組合では積極的なお客さまへの声かけ等を
実施しております。今回、上野原警察署と上野
原支店が連携し電話詐欺の被害を防止し、
上野原警察署から感謝状が贈られました。

東京日本橋タカシマヤ前 大月市猿橋にて
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　山梨県信用保証協会にて、当
組合、甲府信用金庫、山梨信用
金庫、山梨県民信用組合の４金
融機関と山梨県信用保証協会
の間で「中小企業・小規模事業
者の支援に係る相互協力に関す
る覚書」を締結しました。

年金相談会の開催
　法改正等により複雑化している年金制度の疑問点を解
消し、お客さまに安心して確実な年金受給をして頂くため
に、専門知識を有する当組合職員の「年金アドバイザー」が
個々のお客さまのケースに合わせた相談
業務から年金受給までの対応をしており
ます。また、平成30年2月からは「なんでも
相談会（ローン・相続等）」も同日開催して
います。

「地域見守り」活動
　誰でも住み慣れた地域で安心・安全な暮らしの実現を
はかることを目的に富士吉田市、富士河口湖町をはじめ当
組合テリトリー内各市町村と、当組合が連携し、子どもか
ら高齢者、障がい者などの見守り活動を行う「地域見守り
活動」を行っています。

つるしんゆうゆうクラブ
　会員のみなさまを対象に年金旅行や歌謡コンサート等の
イベントを開催しております。
　平成29年度は、4月
23日に「千の風になっ
て」で日本を席巻した
歌手秋川雅史と、地元
富士吉田市出身の童謡
歌手土屋朱帆を迎え、
一度限りのスペシャルラ
イヴを開催しました。

　営業推進部 　営業店支援担当
　TEL 0120―15―2640(平日）

●ご相談のお申込み・お問い合せ先●

「じゃがくん＆ぽてこちゃん窓口感謝デー」の実施
 (年金振込日《偶数月》)　

　公的年金のお振込日に、お客
さまとの信頼関係のさらなる構
築と、絆を強固なものとする事
を目的とした事業の一環とし
て、当組合の取引先の商品（ド
レッシング、うどんつゆ、生たま
ご、煎餅等）をプレゼントする窓
口感謝デーを実施しました。

Report
Tsurushin

創立65周年記念
「氷川きよし特別公演
観劇日帰りツアー
【明治座】」の実施
 (平成29年
   6月6日、7日、8日)　

　創立65周年記念事業として、
「氷川きよし特別公演」を企画
しました。

「大規模災害発生時における相互支援協定」の締結
 (平成29年4月28日)　

　本協定は、山梨県内に本店
を置く銀行・信用金庫・信用組
合が連携し、大規模災害発生
時において、お客さまの利便性
維持のため、金融機能の維持
または早期復旧を図ることを目
的として締結いたしました。

「山梨県民信用組合との連携に関する協定書」の締結
 (平成29年5月29日)　

　当組合と山梨県民信用組合
は、地域の課題の解決に向け連
携し、相互扶助の精神に基づく
信用組合として、地域社会の発
展と経済の活性化に、より一層
貢献することを目的とし、相互に
連携することといたしました。

台湾金融サービス視察団来組
 (平成29年6月6日)　

　「地域の特色を活かした金融
サービス」をテーマに、日本の協
同組合組織としての当組合にお
ける地域密着型金融の取り組み
についての現状視察の為、台
湾から政府機関・金融・企業
の代表者が来組いたしました。

小立支店　新店舗オープン
 (平成29年6月19日)　

　小立支店が鳴沢支店と統合し、「フォレスト
モール富士河口湖」様隣りに移転リニューア
ルオープンしました。店内には全自動貸金庫を
設置しました。また、オープン当日から3日間は
窓口来店のお客さまに、先着でクッキー詰合
せをプレゼント、窓口で定期預金をご契約いた
だいたお客さまを対象に、ペッパーによる抽選
会も行いました。

富士山道を往く『御山参詣・富士まで歩る講2017』
 （平成29年6月26日～平成29年6月30日）　

　江戸庶民の富士講のこころに思いを馳せ、街道の起点である
東京日本橋から富士山登山道の起点である北口本宮冨士浅間
神社まで約120キロを4泊5日の日程で歩く行事｢御山参詣・富士ま
で歩る講｣を主催しており、平成29年も上記日程で全行程を無事
終了しました。

『じゃがくん＆ぽてこちゃんフェスタ2017』
しんくみKIZUNA！（絆）の物産展開催
 (平成29年7月29日)　

　当組合と交流のある北央信用組合、福島縣商工信用組合、い
わき信用組合、第一勧業信用組合、さくらの街信用組合、糸魚川
信用組合、富山県信用組合、益田信用組合、愛知県中央信用
組合、笠岡信用組合の各信組の協力により全国の銘品を集め
て、熊本・大分地震、東日本大震災地復興支援として『じゃがくん
＆ぽてこちゃんフェスタ2017』しんくみKIZUNA！（絆）の物産展を
開催しました。当日は山梨県民信用組合の役職員の皆さま総勢
57名も応援に駆けつけていただき、各地の銘品の販売、〇×クイ
ズ、ふじぴょん・なるシカくんをはじめとするご当地ゆるキャラとのふ
れあい写真撮影会、縁日（スーパーボールすくい、かき氷など）を行
い、皆さんと楽しい一日を過ごしました。本物産展の収益金は熊
本、大分と東日本の各被災地に寄付いたしました。

ピーターパンカード寄付金贈呈
　当組合の推奨する「しんくみピーターパンカード」は、カード
利用代金の0.5%を、信用組合業界の選定した「難病や障が
いを持つ子供とその家族の支援」および「子供とその家族の
健全育成」に合致した活動を行っている団体等へ寄付するシ
ステムとなっております。当組合では1年に2回、その寄付金を
地元児童施設等へ寄贈する取組みを継続しております。

第33回｢郡内おかあさんコーラス大会｣の開催
　毎年おかあさんへの感謝の意を込めて｢母の日｣の前日に
｢郡内おかあさんコーラス大会｣を開催しております。平成29
年度は5月13日に都留市うぐいすホールにて、35団体723名
が参加して盛大に開催いたしました。

「認知症サポート事業所登録証」の交付
 （平成29年11月10日）　

　全営業店舗に、認知症
サポーターが在籍し、率先
して、認知症の方にやさし
い取り組みを進めている事
業所として山梨県から「認
知症サポート事業所登録
証」が交付されました。

「中小企業・小規模事業者の支援に係る
相互協力に関する覚書」締結 （平成30年1月30日）　

店外ＡＴＭコーナーの開設

●平成29年6月19日、小立支店と鳴沢支店の店舗統合に伴い鳴
沢村役場前出張所と旧小立支店の諏訪神社前出張所を設置
いたしました。

鳴沢村役場前出張所 諏訪神社前出張所

●平成29年12月25日、カインズ
スーパーセンター都留店駐車
場内に店外ＡＴＭコーナー
『カインズ都留店出張所』が
オープンしました。

●平成30年3月16日、上野原
市コモアしおつ地区に店外
ＡＴＭコーナー「コモアしお
つ」がオープンしました。

　平成29年度は4ヶ所の店外ATMコーナーを設置しました。
また、順次ATM機を新機種に入替えしており、店舗内ATM機
には、硬貨入金機能を追加しております。

地域への取り組み

2018Report
Tsurushin2018

電話詐欺の未然防止　
　電話詐欺の被害を未然に防止するため、
当組合では積極的なお客さまへの声かけ等を
実施しております。今回、上野原警察署と上野
原支店が連携し電話詐欺の被害を防止し、
上野原警察署から感謝状が贈られました。

東京日本橋タカシマヤ前 大月市猿橋にて
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地域貢献活動地域への取り組み

　｢鶴友懇話会｣は、当組合の取引先である事業経営者や後継者が主力で運営している組織です。セミナー、講演会開催、研
修旅行等の活動を行っております。

 鶴友懇話会講演会の開催
 講演者　澁谷耕一氏
 　（リッキービジネスソリューション株式会社 代表取締役）
 テーマ

　平成29年6月2日（金）

「逆境は飛躍のチャンス～常に新たなチャレンジを」

　地域青少年の健全育成と活躍できる多くの機会の提供を
目的に、当組合営業エリア内の少年野球チームから選抜さ
れた小学6年生を対象に開催しました。
　２日間に渡り全チームの熱戦が繰り広げられました。参加
された全選手の笑顔が印象的でした。

 第3回郡内６年生選手選抜野球大会
（平成29年11月25日～26日）

　昨年から開催されたミニバスケットボール大会「じゃがくん
カツプ」の第2回大会を開催しました。郡内のミニバスケットボ
ール30チーム以上が集結し、3会場で熱い戦いを繰り広げま
した。

 第2回じゃがくんカップミニバスケットボール大会
（平成30年3月11日）

　鶴友懇話会では、地域の安全を守るため青色回転灯を
装着した｢青色パトロールカー｣を導入し、営業エリア内の
巡回パトロールを定期的に実施しております。

 青色パトロールカーによる防犯パトロール

　今回の定期講演会では、最
愛の妻を亡くし、幼い三人の子
育てと仕事を両立させるため、
銀行を退職し起業。子育てに
奮闘しながら、逆境を乗り越
えた澁谷氏が家族の大切さ、
仕事の喜びとは何かについて
の講演をいただきました。
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「じゃがくん郡内地区Ｕ-12サッカー大会」と
「ヴァンフォーレ甲府少年サッカー教室」開催
（平成29年10月8日～9日）
　地元青少年健全育成事業として「Ｕ-12サッカー大会」とサ
ッカーＪリーグの「ヴァンフォーレ甲府」の協力により、同チーム
所属の選手とコーチが「少年サッカー教室」を開催しました。
10月の秋晴れの下、プロサッカー選手を身近に感じ、子供たち
に夢を与える良い機会となりまし
た。選手ＶＳ子供たちの交流試合
も行われ、試合終了後、双方が健
闘を讃えあい、額に汗を流した子
供たちが選手とタッチや握手をし
ている光景が印象的でした。

　富士吉田市と都留市のラクビースクールに所属する小学生
が低学年、中学年、高学年の3チームに分かれ、鶴友懇話会
主催による初の交流会を開催しました。小学1年生の選手も
物怖じしないでフィールドを走る姿に、感動と勇気を受けま
した。

「第1回郡内小学校ラクビーフットボール交流会」の開催
（平成29年11月12日）

　鶴友懇話会会員相互の親睦を深めるこ
とと、北海道釧路の
水産加工会社「㈲釧
路フィッシュ」さまの視
察を目的として研修旅
行を実施しました。

 鶴友懇話会国内（北海道）視察研修旅行
（平成29年4月13日～16日）

サッカーＪリーグ「ヴァンフォーレ甲府」への強化支援
　平成29年5月1日より懸賞品付「がんばれ!ヴァンフォーレ
甲府定期預金Ⅱ」をプレミアム金利で発売、取扱期間中にご
契約いただいた同定期預金総額の0.01%（50万円）を、チー
ム強化資金としてヴァンフォーレ甲府に寄贈いたしました。

第55回つるしん花いっぱい運動

鶴友懇話会の活動

 （平成30年3月8日～平成30年3月30日）
　地域密着を図る恒例行事として例年創立記念日に『自然
を愛し花と緑の美しい街をつくりましょう』をスローガンに幼
稚園児・小学生の花の絵等をロビーに展示、今年で55回目を
迎えるに至りました。

障がいをお持ちのお客さまなどに配慮した取組み
　すべてのATMは、視覚に障がいをお持ちのお客さまやご
高齢のお客さまがスムーズにご利用できるハンドセット方式
ATMとなっております。また、ATMまで点字
ブロックを敷設するなど配慮しております。
　今後も継続して利便性向上に向けた取組
みを行ってまいります。

●地域に貢献する信用組合の経営姿勢●

●融資を通じた地域貢献●

　当組合は、郡内地域（山梨県東部富士五湖地域）を営業地区とし、地元の中小事業者や勤労者等の方々が組合員となって、お互いに
助け合い、発展していくという相互扶助の理念に基づき運営されている協同組合組織金融機関です。
　中小事業者や勤労者等地域住民のみなさま一人ひとりの顔が見えるキメ細かな取引を基本としており、常にお客さま（組合員）の事業の
発展や生活の質の向上に貢献し、組合員の利益を第一に考えることを活動の基本としております。
　また、地域社会の一員として、当組合の経営資源を活用し、地域社会の生活の質や文化の向上に積極的に取り組んでおります。

●ボランティア活動●
　当組合は『地域との共生』をテーマに、地域社会の社会福祉、環境整備、文化・スポーツの地域振興に積極的に参加してお
ります。
　特に営業地域に富士山・富士五湖を中心とした観光地を控えており、その地域の清掃活動・各種祭りイベントなどに積極的
に取り組んでおります。またゲートボール大会・花いっぱい運動・郡内おかあさんコーラス大会の開催による文化振興等は当組
合独自で実施しており、地域とのふれあいを常に大切にし、さまざまな社会貢献活動を通じて地域の皆さまから『信頼され、親
しまれる』金融機関を目指しております。

（単位：千円、％）
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●貸出金残高の内訳（平成30年３月末現在）　　　　　　　　　　　　    ●貸出金の業種内訳（平成30年３月末現在）
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農 　 　 業 、 　 林 　 　 業
漁 業
鉱業、採石業、砂利採取業
建 設 業
電気、ガス、熱供給、水道業
情 報 通 信 業
運 輸 業、 郵 便 業
卸　売　業、　小　売　業
金　融　業、　保　険　業
不 動 産 業
物 品 賃 貸 業
学術研究、専門・技術サービス業
宿 泊 業
飲 食 業
生活関連サービス業、娯楽業
教　  　育、 学 習 支 援 業
医 　 　 療 、 　 福 　 　 祉
そ の 他 の サ ー ビ ス
そ の 他 の 産 業

小　　　計
国 ・ 地 方 公 共 団 体 等
個人（住宅・消費・納税資金等）

合　　　計

構  成  比

チャレンジ富士五湖ウルトラマラソン 忍野支店つるしんゆうゆうクラブ
ゲートボール大会

都留「ドリームまつり」 献血活動

業    種    別 金　　　額

（注）業種別区分は日本標準産業分類の大分類に準じて記載しております。 

 製造業 7.3%

 農業、林業 0.9%

 漁業 0.0%

 鉱業、採石業、砂利採取業 0.0%

 建設業 6.5%

 電気、ガス、熱供給、水道業 0.6%

 情報通信業 0.5%

 運輸業、郵便業 0.4%

 卸売業、小売業 5.0%

 金融業、保険業 0.3%

 不動産業 7.5%

 物品賃貸業 0.6%

   学術研究、専門・技術サービス業 0.0%

 宿泊業 4.4%

 飲食業 1.3%

 生活関連サービス業、娯楽業 0.8%

 教育、学習支援業 0.2%

 医療、福祉 0.8%

 その他のサービス 5.5%

 その他の産業 0.5%

国・地方公共団体等
13.0%

個人
(住宅･消費･納税資金等)

43.7%

新商品・新サービス・キャンペーン
□山梨県制度融資「林業・木材産業改善資金」取扱開始（平成29年4月）
□給与振込キャンペーン「Step up 1.2.3」 （平成29年4月～平成30年3月）
□マイカーローン特別金利キャンペーン（平成29年5月～平成30年4月）
□教育ローン特別金利キャンペーン（平成29年5月～平成30年4月）
□「がんばれ!ヴァンフォーレ甲府定期預金Ⅱ」発売（平成29年5月）※取扱終了
□『個人ローン推進運動「アクティブ2017」』キャンペーン（平成29年5月～平成30年3月）
□「プレミアム・エコローン」の新設（平成29年7月）
□ 「つみたてNISA」取扱開始（平成30年1月）
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地域貢献活動地域への取り組み

　｢鶴友懇話会｣は、当組合の取引先である事業経営者や後継者が主力で運営している組織です。セミナー、講演会開催、研
修旅行等の活動を行っております。

 鶴友懇話会講演会の開催
 講演者　澁谷耕一氏
 　（リッキービジネスソリューション株式会社 代表取締役）
 テーマ

　平成29年6月2日（金）

「逆境は飛躍のチャンス～常に新たなチャレンジを」

　地域青少年の健全育成と活躍できる多くの機会の提供を
目的に、当組合営業エリア内の少年野球チームから選抜さ
れた小学6年生を対象に開催しました。
　２日間に渡り全チームの熱戦が繰り広げられました。参加
された全選手の笑顔が印象的でした。

 第3回郡内６年生選手選抜野球大会
（平成29年11月25日～26日）

　昨年から開催されたミニバスケットボール大会「じゃがくん
カツプ」の第2回大会を開催しました。郡内のミニバスケットボ
ール30チーム以上が集結し、3会場で熱い戦いを繰り広げま
した。

 第2回じゃがくんカップミニバスケットボール大会
（平成30年3月11日）

　鶴友懇話会では、地域の安全を守るため青色回転灯を
装着した｢青色パトロールカー｣を導入し、営業エリア内の
巡回パトロールを定期的に実施しております。

 青色パトロールカーによる防犯パトロール

　今回の定期講演会では、最
愛の妻を亡くし、幼い三人の子
育てと仕事を両立させるため、
銀行を退職し起業。子育てに
奮闘しながら、逆境を乗り越
えた澁谷氏が家族の大切さ、
仕事の喜びとは何かについて
の講演をいただきました。
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「じゃがくん郡内地区Ｕ-12サッカー大会」と
「ヴァンフォーレ甲府少年サッカー教室」開催
（平成29年10月8日～9日）
　地元青少年健全育成事業として「Ｕ-12サッカー大会」とサ
ッカーＪリーグの「ヴァンフォーレ甲府」の協力により、同チーム
所属の選手とコーチが「少年サッカー教室」を開催しました。
10月の秋晴れの下、プロサッカー選手を身近に感じ、子供たち
に夢を与える良い機会となりまし
た。選手ＶＳ子供たちの交流試合
も行われ、試合終了後、双方が健
闘を讃えあい、額に汗を流した子
供たちが選手とタッチや握手をし
ている光景が印象的でした。

　富士吉田市と都留市のラクビースクールに所属する小学生
が低学年、中学年、高学年の3チームに分かれ、鶴友懇話会
主催による初の交流会を開催しました。小学1年生の選手も
物怖じしないでフィールドを走る姿に、感動と勇気を受けま
した。

「第1回郡内小学校ラクビーフットボール交流会」の開催
（平成29年11月12日）

　鶴友懇話会会員相互の親睦を深めるこ
とと、北海道釧路の
水産加工会社「㈲釧
路フィッシュ」さまの視
察を目的として研修旅
行を実施しました。

 鶴友懇話会国内（北海道）視察研修旅行
（平成29年4月13日～16日）

サッカーＪリーグ「ヴァンフォーレ甲府」への強化支援
　平成29年5月1日より懸賞品付「がんばれ!ヴァンフォーレ
甲府定期預金Ⅱ」をプレミアム金利で発売、取扱期間中にご
契約いただいた同定期預金総額の0.01%（50万円）を、チー
ム強化資金としてヴァンフォーレ甲府に寄贈いたしました。

第55回つるしん花いっぱい運動

鶴友懇話会の活動

 （平成30年3月8日～平成30年3月30日）
　地域密着を図る恒例行事として例年創立記念日に『自然
を愛し花と緑の美しい街をつくりましょう』をスローガンに幼
稚園児・小学生の花の絵等をロビーに展示、今年で55回目を
迎えるに至りました。

障がいをお持ちのお客さまなどに配慮した取組み
　すべてのATMは、視覚に障がいをお持ちのお客さまやご
高齢のお客さまがスムーズにご利用できるハンドセット方式
ATMとなっております。また、ATMまで点字
ブロックを敷設するなど配慮しております。
　今後も継続して利便性向上に向けた取組
みを行ってまいります。

●地域に貢献する信用組合の経営姿勢●

●融資を通じた地域貢献●

　当組合は、郡内地域（山梨県東部富士五湖地域）を営業地区とし、地元の中小事業者や勤労者等の方々が組合員となって、お互いに
助け合い、発展していくという相互扶助の理念に基づき運営されている協同組合組織金融機関です。
　中小事業者や勤労者等地域住民のみなさま一人ひとりの顔が見えるキメ細かな取引を基本としており、常にお客さま（組合員）の事業の
発展や生活の質の向上に貢献し、組合員の利益を第一に考えることを活動の基本としております。
　また、地域社会の一員として、当組合の経営資源を活用し、地域社会の生活の質や文化の向上に積極的に取り組んでおります。

●ボランティア活動●
　当組合は『地域との共生』をテーマに、地域社会の社会福祉、環境整備、文化・スポーツの地域振興に積極的に参加してお
ります。
　特に営業地域に富士山・富士五湖を中心とした観光地を控えており、その地域の清掃活動・各種祭りイベントなどに積極的
に取り組んでおります。またゲートボール大会・花いっぱい運動・郡内おかあさんコーラス大会の開催による文化振興等は当組
合独自で実施しており、地域とのふれあいを常に大切にし、さまざまな社会貢献活動を通じて地域の皆さまから『信頼され、親
しまれる』金融機関を目指しております。

（単位：千円、％）
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●貸出金残高の内訳（平成30年３月末現在）　　　　　　　　　　　　    ●貸出金の業種内訳（平成30年３月末現在）
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学術研究、専門・技術サービス業
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飲 食 業
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教　  　育、 学 習 支 援 業
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そ の 他 の 産 業
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チャレンジ富士五湖ウルトラマラソン 忍野支店つるしんゆうゆうクラブ
ゲートボール大会

都留「ドリームまつり」 献血活動

業    種    別 金　　　額

（注）業種別区分は日本標準産業分類の大分類に準じて記載しております。 

 製造業 7.3%

 農業、林業 0.9%

 漁業 0.0%

 鉱業、採石業、砂利採取業 0.0%

 建設業 6.5%

 電気、ガス、熱供給、水道業 0.6%

 情報通信業 0.5%

 運輸業、郵便業 0.4%

 卸売業、小売業 5.0%

 金融業、保険業 0.3%

 不動産業 7.5%

 物品賃貸業 0.6%

   学術研究、専門・技術サービス業 0.0%

 宿泊業 4.4%

 飲食業 1.3%

 生活関連サービス業、娯楽業 0.8%

 教育、学習支援業 0.2%

 医療、福祉 0.8%

 その他のサービス 5.5%

 その他の産業 0.5%

国・地方公共団体等
13.0%

個人
(住宅･消費･納税資金等)

43.7%

新商品・新サービス・キャンペーン
□山梨県制度融資「林業・木材産業改善資金」取扱開始（平成29年4月）
□給与振込キャンペーン「Step up 1.2.3」 （平成29年4月～平成30年3月）
□マイカーローン特別金利キャンペーン（平成29年5月～平成30年4月）
□教育ローン特別金利キャンペーン（平成29年5月～平成30年4月）
□「がんばれ!ヴァンフォーレ甲府定期預金Ⅱ」発売（平成29年5月）※取扱終了
□『個人ローン推進運動「アクティブ2017」』キャンペーン（平成29年5月～平成30年3月）
□「プレミアム・エコローン」の新設（平成29年7月）
□ 「つみたてNISA」取扱開始（平成30年1月）
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1. 中小企業の経営支援に関する取組方針について
　当組合は「地域共生」の精神の下、山梨県富士北麓・東部地域の経済発展に寄与すべく、地域社会の中核として地域と
共に歩み続けております。中小企業の皆さまに対する経営支援として、金融支援はもちろんのこと、平成20年度に実施された
「地域力連携拠点事業」（関東経済産業局委託事業）を皮切りに、「中小企業応援センター事業」、「中小企業支援ネットワー
ク強化事業」と外部専門家と連携した企業支援活動にも取り組んでまいりました。平成24年11月からは「中小企業経営力強
化支援法」に基づく「経営革新等支援機関」としての活動を開始しております。事業計画策定・実行支援や国・山梨県等の
中小企業支援施策の紹介・活用支援を通じ、今後も中小企業支援を推進いたします。

　当組合の中小企業支援においては、本部に企業サポート担当を配置し、より一層のコンサルティング機能の発揮に努めると
共に、外部専門家や山梨県中小企業再生支援協議会との連携も推進しております。

　関東経済産業局および山梨県のご協力の下、地域の中小企業・小
規模事業者様を対象として、「平成３０年度経済産業政策の重点につ
いて」「平成２９年度補正予算・平成３０年度当初予算について」と題し
た２講演を実施いたしました。これにより、広く地域の皆様方に国および
山梨県の実施する中小企業支援施策の活用を促しました。

2. 態勢整備の状況について

3. 取組状況について

4. 地域の活性化に関する取組状況

　a.   創業・新事業開拓支援
 　創業・新事業開拓におけるアイディアの発想方法から事業
計画策定までを５日間コースで学ぶ「山梨県東部地域創業ス
クール」を開催し、23名が参加いたしました。今後も市町村や
各種支援機関と連携し、創業・新事業を志すお客さまの支援
を推進いたします。

　b.   成長段階支援
 　成長段階にあるお客さまへの支援として、販路拡大を目的とした専門家派遣を８回実施いたしました。また、平成28年
度補正予算による「新ものづくり補助金」の申請支援を行い、３件が採択されております。また、その他施策情報の他、当
組合共催の農商工マッチングフェア等に関する情報提供も実施しております。

　c.   経営改善・事業再生・業種転換等支援
 　経営改善支援として、山梨県中小企業再生支援協議会（経営改善支援センター事業）を活用した支援も３件行って
おります。

　当組合は、お客様一人ひとりの顔が見える対話を一番大切にし、最も身近で頼れる相談相手として、お客さまの経営
相談に関するきめ細かな支援に全役職員が一体となって取り組んでおります。
　また、中小企業金融円滑化法の期限到来後も、中期事業計画に「金融円滑化への取組み」と題し、「適切な受付態
勢の継続」、「経営改善支援先の持続的なモニタリングと進捗状況管理」の2項目を掲げ、中小企業の経営支援に取り
組んでおります。

中小企業の経営改善及び地域活性化に向けた取組み状況

●「経営者保証に関するガイドライン」の活用に係る取り組み事例（平成29年度）

●「経営者保証に関するガイドライン」の取り組み状況

　当組合では、「経営者保証に関するガイドライン」の趣旨や内容を十分に踏まえ、お客さまからお借入れや保証債務整
理の相談を受けた際に真摯に対応する態勢を整備しています。経営者保証の必要性については、お客さまとの丁寧な
対話により、法人と経営者の関係性や財務等の状況を把握し、同ガイドラインの記載内容を踏まえて十分に検討するな
ど、適切な対応に努めています。また、どのような改善を図れば経営者保証の解除の可能性が高まるかなどを具体的に
説明し、経営改善支援を行っています。

1.主債務者及び保証人の状況、事案の背景等

2.取り組み内容

「経営者保証に関するガイドライン」への対応

平成28年度 平成29年度

新規に無保証で融資した件数

新規融資に占める経営者保証に依存しない融資の割合

保証契約を解除した件数

経営者保証に関するガイドラインに基づく保証債務整理の成立件数
（当組合をメイン金融機関として実施したものに限る）

件

%

件

件

17

0.58

3

0

20

0.80

2

0

件

%

件

件

※併せて P2～P5「トピックス」、「地域への取り組み」、「地域貢献活動」もご参照ください。

 ・  A社は県内を中心に官公庁並びに民間からの受注による建設業を営んでおり、土地の斡旋から建物建築・物件管理
まで行っており、地域社会にも貢献すべく介護事業への進出を計画していました。
 ・  恒常的に当社を訪問する中、A社と当組合とで良好なリレーションシップが構築できていた結果、介護事業への進出に
ついてもいち早く情報を入手、地域貢献にも繋がる事業であることから、積極的な融資を検討していました。

 ・  「経営者保証に関するガイドライン」に則り、ガイドラインについての説明も行いA社においてはガイドライン適用要件を満
たす可能性が高いことから、経営者保証に依存しない融資について提案を行ったところ、是非検討をお願いしたいとの
申し出がありました。

 ・ 当組合営業店では、「経営者保証等の必要性に関する確認シート」を活用し、経営者保証の徴求必要性を検討し
ています。本確認シートによる確認の結果、以下のような点を勘案し、経営者保証に依らない新規融資として取上げ
ました。

 ・ 決算状況も良好であること、また、建設業に介護事業を含めた今後の事業におけるキャッシュフローで、継続的な借入
返済が十分可能と判断されたこと。

 ・ A社においては、信頼性の高い計算書類を作成していることから、法人と経営者個人の資産・経理が明確に分離され
ていること。

 ・ 介護報酬の振込の確約も取れているなど引き続き良好なリレーションシップが期待され、今後も業況等の継続的な把握
が可能であること。

　 以上を持ちまして、取上げいたしました。

Report
Tsurushin2018



76  Tsurushin Report 2018
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経営の健全状況当期の業績

●預　金●
　つるしんは、地域のみなさまから総額で2,877億円の預金を
主に定期預金としてお預りしております。

●収益の推移●

●貸出金●

2,600億円

2,800億円

2,000億円

1,500億円

1,500億円

1,400億円

1,600億円

　平成29年度当組合の業況として、預金は年間241億円振り込みいただいている年金の歩留りなどにより流動性預金が47億
35百万円増加し、加えて、地元サッカーJリーグチームと提携した「ヴァンフォーレ甲府応援定期預金Ⅱ」を販売したことと、「ぽてこ
ちゃん誕生記念懸賞品付定期預金」を発売したことで、前期末に比べ8,641百万円増加の287,784百万円となりました。
　貸出金は平成27年度、28年度の2年間に亘り実施しました「事業所新軒開拓推進運動“アタック1,000軒”」を契機に事業性
の融資取引を始めていただいたお取引先への深耕および、「個人ローン推進運動“アクティブ2017”」を展開したことで、前期末
に比べ6,595百万円増加の166,777百万円となりました。
　収益状況においては、貸出金残高が6,595百万円増加しましたが、平成28年2月からの日銀マイナス金利政策などの影響によ
り貸出金利回りが低下し、貸出金利息が減少したことで、本業の利益を示すコア業務純益は218百万円となりましたが、償却債
権取立益や株式売却益の増加などで経常収益が前年比500百万円増加の5,021百万円となったことで、経常利益が前年比
168百万円増加の525百万円、当期純利益が前年比121百万円増加の492百万円となり増収増益を達成することができました。
　平成30年度につきましては引続き、なお一層の経営体質強化に力を注ぎ、みなさまに信頼される組合を目指してまいります。

　つるしんは、お預りした預金により1,667億円の貸出を行って
います。貸出先は基本的に地域の中小企業及び個人の組合
員のみなさまが対象であり、中小企業と住民の金融円滑化を
お手伝いしております。

コア業務純益

経常利益

当期純利益

10億円

1億円

3億円

5億円

●自己資本比率●

●金融再生法開示債権及び同債権に対する保全状況（正常債権除く）●

　自己資本比率は総資産に対する自己資本の割合を示す比率で、金融機関経営の健全性、安全性を計る重要な指標の１つとさ
れ、海外に営業拠点を持つ金融機関は8.0％以上を、国内のみ営業を行う金融機関は4.0％以上を維持することが求められていま
す。つるしんは国内のみで営業を行う金融機関であり、4.0％以上の自己資本比率が求められておりますが、平成30年3月末の自己
資本比率は厳しい経営環境下にあって、国内基準を安定的に上回る9.08％を確保でき、経営基盤は強固なものとなっており
ます。平成30年度は引き続き自己資本を高め、安心していただけるつるしんを目指してまいります。
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　平成30年3月末の金融再生法上の不良債権は、平成29年3月末と比較して、1,016百万円減少しました。つるしんではこれらの不
良債権について適切な「担保」「引当金」等による保全を図っております。

（注）1. 金融再生法開示債権とは、金融再生法に基づき開示が義務付けられている債権です。
　　 2. 金融再生法開示債権から正常債権を除いた債権が不良債権です。
　　 3.「担保・保証」は、自己査定に基づいて計算した担保の処分可能見込額及び保証による回収が可能と認められる額の合計です。
　　 4. 記載の「貸倒引当金」は、正常債権に対する一般貸倒引当金を控除した貸倒引当金です。

貸倒引当金

担保・保証等額平成28年3月末 平成29年3月末 平成30年3月末

100億円

150億円

平成28年3月末 平成29年3月末
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流動性

定期性

平成30年3月末

2,877億円
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定期性
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流動性

定期性

1,528億円

平成28年3月末

1,667億円
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1,601億円

平成29年3月末

2,700億円
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 コア業務純益
　主として貸出金など資金の運用収益から預金など資金の調
達費用を差し引き、「一般貸倒引当金純繰入額」及び「国債等
債券関係損益」を控除した実質的な金融機関本来の営業活
動による利益のことです。

  経常利益
　金融機関の通常業務による利益のことで「経常収益」から
「経常費用」を引いたものです。　

  当期純利益
　「当期純利益」とは「経常利益」にその年限りの特別な利益や
損失を加減して、税金を控除した後の最終的な利益のことです。
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良債権について適切な「担保」「引当金」等による保全を図っております。

（注）1. 金融再生法開示債権とは、金融再生法に基づき開示が義務付けられている債権です。
　　 2. 金融再生法開示債権から正常債権を除いた債権が不良債権です。
　　 3.「担保・保証」は、自己査定に基づいて計算した担保の処分可能見込額及び保証による回収が可能と認められる額の合計です。
　　 4. 記載の「貸倒引当金」は、正常債権に対する一般貸倒引当金を控除した貸倒引当金です。

貸倒引当金

担保・保証等額平成28年3月末 平成29年3月末 平成30年3月末

100億円

150億円

平成28年3月末 平成29年3月末

2,693億円

流動性

定期性

平成30年3月末

2,877億円

流動性

定期性

2,791億円

流動性

定期性

1,528億円

平成28年3月末

1,667億円

平成30年3月末

1,601億円

平成29年3月末

2,700億円
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平成27年度 平成28年度

879
百万円
879
百万円

380
百万円 300

百万円
300
百万円

平成29年度

319
百万円
319
百万円

357
百万円
357
百万円

370
百万円
370
百万円

9.75％ 9.49％

2,892百万円

5,734百万円

不良債権計
10,160百万円

保
全
率
　
％
84.91

5,097百万円

不良債権計
8,834百万円

保
全
率
　
％
87.76

 コア業務純益
　主として貸出金など資金の運用収益から預金など資金の調
達費用を差し引き、「一般貸倒引当金純繰入額」及び「国債等
債券関係損益」を控除した実質的な金融機関本来の営業活
動による利益のことです。

  経常利益
　金融機関の通常業務による利益のことで「経常収益」から
「経常費用」を引いたものです。　

  当期純利益
　「当期純利益」とは「経常利益」にその年限りの特別な利益や
損失を加減して、税金を控除した後の最終的な利益のことです。

2,656百万円

4,297百万円

不良債権計
7,817百万円

保
全
率
　
％
88.19

2,597百万円

218
百万円
218
百万円

525
百万円
525
百万円 492

百万円
492
百万円

平成28年3月末 平成29年3月末

9.08％

平成30年3月末
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● 昭和27年(1952年)3月
　 山梨県認可第1号信用組合として富士吉田市下吉田38番地にて
　 都留信用組合創業　
　 初代組合長　渡邊　新
● 昭和28年(1953年)3月
　 北都留郡上野原町上野原2026番地にて上野原信用組合創業
● 昭和28年(1953年)7月
　 本店新築移転(富士吉田市下吉田294番地へ)
● 昭和37年(1962年)5月
　 現本店を現在地に新築移転
● 昭和45年(1970年)5月
　 石原茂専務理事が理事長に就任
● 昭和46年(1971年)12月
　 本店ビル増改築
● 昭和52年(1977年)6月
　 預金500億円達成
● 昭和54年(1979年)6月
　 預金オンラインシステム稼働
● 昭和56年(1981年)10月
　 融資オンラインシステム稼働
● 昭和57年(1982年)9月
　 預金1000億円達成
● 昭和59年(1984年)4月
　 為替オンラインシステム稼働
● 昭和63年(1988年)12月
　 石原茂理事長退任、理事会長へ、新理事長に渡邊彬就任
● 平成元年(1989年)7月
　 鳴沢村指定金融機関業務取扱開始
● 平成3年(1991年)3月
　 預金2000億円達成
● 平成3年(1991年)5月
　 新事務センター完成

● 平成6年(1994年)8月
　 都留信用組合と上野原信用組合が合併し『都留信用組合』
 として新たにスタートする
● 平成10年(1998年)5月
　 信組共同センターへ加盟
● 平成16年(2004年)10月
　 四方津支店を上野原支店に統合
● 平成17年(2005年)10月
　 富浜支店を猿橋支店に統合
● 平成19年(2007年)6月
　 渡邊彬理事長退任、理事会長へ、新理事長に渡邊征夫就任
● 平成20年（2008年）9月
　 為替代行発信（OCR） 新システムスタート
● 平成20年（2008年）12月
　 河口湖北支店を河口湖支店に統合
● 平成2１年（200９年）９月
　 大月西支店を大月支店に統合
● 平成22年（2010年）12月
　 渡邊征夫理事長退任、新理事長に　田幸次就任
● 平成23年（2011年）2月
　 道志村指定金融機関業務取扱開始
● 平成25年（2013年）2月
　 でんさいネットサービス開始
● 平成29年（2017年）2月
　 上野原支店新築移転（上野原市2008番地3へ）
● 平成29年（2017年）6月
　 小立支店新築移転（富士河口湖町小立8006番地1へ）
 鳴沢支店を小立支店に統合

昭和40年代の本店 現在の本店

◇当組合は、職員出身者以外の理事（※印）の経営参画により、ガバナンスの向上や組合員の意見の多面的
な反映に努めています。

（平成30年6月末現在）

●会計監査人の名称

新日本有限責任監査法人　　　（平成30年6月末現在）

役  員  一  覧当組合のあゆみ（沿革）

( 単位 : 人 )

区　分
個　人
法　人
合　計

平成28年度末
　　　　　47,106

　 　2,816
　　49,922

平成29年度末
　　　　　　47,448

　　 　2,841
   　 50,289

●組合員の推移

理 事 長 　田　幸次

専務理事 天野　一則

常務理事 萱沼　幾男

常務理事 渡辺　　優

常勤理事 渡辺　輝雄

常勤理事 渡辺　金男

理　　事 井出　　隆　　（※）

理　　事 渡辺兼二郎　　（※）

理　　事 渡邊　森久　　（※）

理　　事 堀内　富久　　（※）

常勤監事 加賀美　剛

員外監事 鈴木　　宏
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経営環境

　平成２９年度のわが国の経済を振り返りますと、政府の経済政策の効果に加え海外経済の好調さなどに支えられ、企業収益
の向上や雇用・所得環境の改善を背景に緩やかな回復基調が続きました。
　一方、当地域の中小企業・小規模事業者の業況については、業種や事業者の規模によって景況感のばらつきがあり、観光関連
業においてインバウンド需要等富士山世界文化遺産登録の恩恵を受けている他、製造業において情報通信機械や自動車部品関
連を取引先としている企業においては、人手不足等を背景とした工作機械需要の拡大を受け、受注・生産が高水準で推移し、ま
た、一部の建設・建築業において東京都内の建設需要の恩恵を受けているものの、他の事業者の多くは地域経済の疲弊、人手
不足や後継者難などの厳しい事業環境の中で景気回復の実感を得られない状況が続いております。

　こうした経済環境の下、貸出金につきましては、平成２７年度、２８年度の２年間に亘り実施しました「事業所新軒開拓推進運
動“アタック１０００軒”」を契機に事業性の融資取引を始めていただいたお取引先に対し深耕を図り取引拡大に努めました。ま
た、個人のお取引先に対しては「個人ローン推進運動“アクティブ２０１７”」を介し個人ローンの増強運動を展開いたしました。こ
の結果、貸出金期末残高は前期末に比べ６５億９５百万円増加の１,６６７億７７百万円となりました。
　預金につきましては、年間２４１億円振り込みいただいている年金の歩留りなどにより流動性預金が４７億３５百万円増加し、
加えて、夏期ボーナスキャンペーンにおいて「がんばれ！ヴァンフォーレ甲府定期預金Ⅱ」を発売、冬期においては「ぽてこちゃん
誕生記念懸賞品付定期預金」を発売し定期預金の推進を行ったことで定期性預金が３９億５百万円増加、この結果、預金期末
残高は前期末に比べ８６億４１百万円増加の２,８７７億８４百万円となりました。
　損益につきましては、日本銀行のマイナス金利政策継続などによる厳しい収益環境の中で前述のとおり本業の貸出金増強を精
力的に行った結果、貸出金利回りは前年度に比べて低下したものの計画に対しては上振れとなり、貸出金利息収入は計画を上回
ることが出来ました。加えて有価証券の積極的な運用にも努めました。一方で、平成２９年２月の上野原支店に続き６月に小立支
店を新築開店した他、オープン出納システムなどへの投資を行ったことで経費が増加し、本業の利益を示すコア業務純益は前年
度に比べ１億円減少の２億１８百万円となりましたが、過去に貸倒れ処理した債権に係る取立益などにより経常収益が増収とな
り、経常利益は前年度に比べ１億６８百万円増加の５億２５百万円、当期純利益は前年度に比べ１億２１百万円増加の４億９２
百万円となり増収増益を達成することができました。

業　　績

　さて、平成３０年度を展望しますと、海外経済の回復が続く中、政府の経済政策により雇用・所得環境の改善が続き、経済の
好循環が更に進展する中で民需を中心とした景気回復が見込まれる一方、先行きのリスクとして海外経済の不確実性や金融資
本市場の変動の影響等に留意する必要があるとされております。
　当組合としましては、役職員によるきめ細かな訪問活動と人の温もりを大切にした親身な相談活動を通じて、融資・預金のニー
ズ発掘や中小企業・小規模事業者の課題解決を行い、生活者の皆さまの豊かな暮らしのお手伝いと企業・事業者の皆さまの成
長・発展を支援する営業スタイルで営業展開を行ってまいります。特に企業・事業者の皆さまのニーズにお応えするため、創業支
援・中小企業支援施策補助金の活用・販路拡大・経営改善・事業承継等のサポートを行うと伴に、これらの活動を通してお客さ
まのニーズにマッチした融資新商品の開発並びに既往融資商品の改正を行いお取引先のライフステージに応じた金融支援を積
極的に行います。
　当組合は、これからも信用組合の創立の原点に立ち返った、きめ細かなサービスを地域の皆さまに提供できるよう努力してまい
る所存であります。

事業の展望及び課題
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理  事  長

　皆さまには、平素より都留信用組合をご愛顧いただき厚く御礼申し上げます。
　平成２９年度の当地域の経済を振り返りますと、観光関連業におきましては、インバウンド需
要が引き続き富士山世界文化遺産登録の恩恵を受け、売上げは前年比で堅調に推移している状
況であります。また、製造業のうち情報通信機械や自動車部品関連を取引先としている企業は、
人手不足等を背景とした工作機械需要の拡大を受け、受注・生産が高水準で推移しているよう
であります。更に、一部の建設・建築業におきましても、東京都内の建設需要の恩恵を受けて
いる状況であります。
　一方、他の多くの事業者の皆さまは地域経済の疲弊、人手不足や後継者難などの厳しい事業
環境の中で景気回復の実感を得られない状況が続いており、全体的に見ますとやはり、アベノミ
クスは地方までは浸透していないのではと感じております。
　さて、当組合は今年３月に創立６６年を迎えることができましたが、これもひとえに地域の皆さ
まの温かいご支援はもちろんのこと、地域の皆さまのご
支援ご協力の賜物と深く感謝申し上げる次第であります。
　引続き当組合の原点である郷土との共生を認識し、さ
らなる熱意と積極性をもって行動し、豊かで、明るい、
地域共同体の核となり、地元の活性化に貢献できるよう
役職員一同努力してゆく所存であります。
　本冊子は、平成２９年度の決算を終了した時点での
経営内容についてまとめたものを、ディスクロージャー誌
「つるしんの現況　２０１８」として作成いたしました。当
組合を深くご理解いただく上で、参考になれば幸いに存
じます。
　今後とも変わらぬご支援、ご愛顧を賜りますよう心から
お願い申し上げます。

ごあいさつ
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この印刷物は、環境にやさしいVOC（揮発性有機化合物）
成分フリーの植物油型インキを使用して印刷しました。

〒403-0004 山梨県富士吉田市下吉田二丁目19番11号　
Tel.0555-22-2131  Fax.0555-22-2624
E-mail info@tsurushinkumi.co.jp

お客さまへのご相談・苦情等への対応
お客さまのご相談・苦情等につきましては誠意をもっ
て対応いたしますので、当組合本支店の窓口もしくは
本部相談・苦情（意見・要望）窓口までご連絡ください。

お客さま相談・苦情窓口

都留信用組合　総務部
フリーダイヤル 　   0120-302144

( 受付時間：平日9：00～17：00)
E メール　keieikanri@tsurushinkumi.co.jp

Tsurushinyokumiai Report

ホームページアドレス https://www.tsurushinkumi.co.jp/

つるしん
スマホ、携帯は
こちらにアクセス
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